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新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業 
委託業務報告 

 
（委託業務題目） 

国内侵入・流行が危惧される昆虫媒介性ウイルス感染症に対する総合的対策に関する研究 

 

担当責任者研究報告書 

 

黄熱ウイルス野生株（南米株対応、アフリカ株対応）検出用リアルタイム PCR法の開発 

 
         高崎智彦（国立感染症研究所ウイルス第一部） 
         中山絵里（国立感染症研究所ウイルス第一部） 
         小滝 徹（国立感染症研究所ウイルス第一部） 
 
 

研究要旨：黄熱ウイルスのリアルタイム RT-PCR（TaqMan）法はすでに感染症研究所にお

いて確立しているが、あくまでワクチン株（17D）により評価しているに過ぎない。17D
株はアフリカの黄熱患者から分離された Asibi 株を弱毒化したものである。しかし、近年は

経済的にも政治的にも重要であるアフリカ大陸および2013年サッカーワールドカップおよ

び2014年のオリンピックが開催される南アメリカ大陸野生株に対応した系およびアフリカ

大陸野生株対応の遺伝子検出系を確立し、まず 17D 株で評価した結果、南米株対応型では

検出できず、アフリカ株対応型でのみ検出できた。 

 
A. 研究目的 
 現在、日本で使われている黄熱ウイルス

遺伝子検出リアルタイム RT-PCR 法は、ワ

クチン株（17D 株）を用いて評価されてい

るのみである。特に 2013 年サッカーワール

ドカップおよび 2014 年のオリンピックが

リオデジャネイロといった行事が続く南米

への渡航者が今後増加する状況で、 
 
B. 研究方法 
 GenBank に登録された黄熱ウイルスの

塩基配列を収集し、アライメントした後、

アフリカ株用、南米株用のリアルタイム逆

転写 PCR（TaqMan 法）のプライマーおよ

びプローブセットを塩基配列部位 8280－

8354、4769－4862 に設計し、南米株用の

セットは、9393－9453 に設計した。それら

をまずはアフリカ株に由来する黄熱ワクチ

ン株（17D）により検出可能かどうかをリ

アルタイム PCR により評価した。 
 
C. 研究結果 
 保有する黄熱ウイルス 17D 株は、アフリ

カ株であり、アフリカ株用２セット

8280/8308FAM/8354c と

4769/4804FAM/4862cで 0.08pfu/tubeまで

検出可能であった。しかし、南米株用の

9393/9415FAM/9453c では検出されなかっ

た（表１）。 
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D. 考 察 

 黄熱ウイルスのリアルタイム RT-PCR

（TaqMan）法により、南米株対応、アフリ

カ株対応セットを作ることが、可能である

ことが確認された。評価のためには、南米

野生株およびアフリカ野生株のウイルス遺

伝子（RNA）を入手する必要がある。 

 
E. 結 論 
 黄熱ウイルスアフリカ株および南アフリ

カ株に対応するリアルタイム RT-PCR
（TaqMan 法）のプライマー、プローブを

設計した。 
 
Ｆ．健康危険情報 
特記すべき事項なし。 
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表 プライマー＆プローブセット 
8280/8308FAM/8354c 0.08 pfu YF 17D/W. Africa 

4769/4804FAM/4862c 0.08 pfu YF 17D/W. Africa 

9393/9415FAM/9453c  Not detectable S. America 1 & 2 

評価中であり配列は示さない。 


